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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尚白膜の剥離は移植卵巣の中心部から退行変性のみら

　　　〔1〕はじめに　　　　　　　れ耽とと融1膜が新蜘L管の侵入な阻轡す疑の実
　臓器移植に関する工deaの起源は遠くギリシャ時代　　　験的恨拠に蕪づ適く，【，のである。

に発するが・確かにある臓器の韻傷犀老廃な他の動物　　　　移植侵の組織学的変化の趨求では，退行変性を三1三体

又は人間のそれと取り瞥え再活動させたいとの考え　　　とした脂肪変機が先ず脱われ，続いて卵巣閲有J鼠管の

は，如何なる時代に於ても当然誰もが理想として叡　 1繊が一．．一」騒られ磁になζ・。しかしやがて［（IL行新生

ることであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　が始まり，遂にはりil胞成熟，黄体形成をも示す様にな

　特に最近では外傷の増加及び平均罪｝命の延長によ為　　　るが，…楚期間後にウ11；再び漸時萎縮吸収のyth，命を辿る

老人医学の進展等に伴い一段と各領域における臓器移　　　との見解が出されている。尚移植卵巣では嚢胞形戒傾

植に対する閨心が高まり・活発な研究が推進されつつ　　　向が薯朋であること等が認められており，その原囚に

ある現状である・　　　　　　　　　　　ついては今垂類に杉尉さるべき点力ζ多い。

　産婦人科領域もその例外ではなく，以前より£1葱界領　　　　この様に問題点は言らるにせよ卵巣移植が比1憂的良好

域のものをも含めて各種の関連問題が検討されてきた　　　な成績がみられる理由として，秦，Hynemamユ等は

が，しかしいざ臨床応用という実際面になると残念な　　次の如き解釈を行っている。即ち，④飽体が卵巣に期

がら今日尚満足すべき情況とはいい難い。　　　　　　　　待する機能は，個体生存上は箪2蕊的な働きで乙ちり，

　以下他科と重複する点もあるが，我が領域における　　　従って機能再生を気艮に待つことが韻来，lf囎；吻合線

臓器移値の実際につき略述したいと思う。　　　　　　　も顧慮する必要性のないこと，＠卵巣機能の坐体に及

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼす影響は緩慢且つ闘接的であること，◎卵巣移植へ

　　　〔II〕麟人科領域における嚇深鋪　　　の期徽その㈱す碓齢の発揮でなく，一紛の

　　（1）　内分泌臓器の移植　　　　　　　　　　　　　発現のみで充分であること，㊥移植卵巣からのホルモ

　（i）卵単移植；女性ホルモンの主要産生臓器であ　　　ンが吸収され，それが脳下戴体に対する刺激源として

る卵巣が，本法の応用対象として先ず注目されるであ　　　の効果さえあればよいこと等々と述べている。

ろうことは，その解剖学的樹乱易1拙の容易であるこ　　　人体応用例でも月経の調整や欠落症状の緩解に一時

と等からも首肯される所である。菓実1895年には既に　　　ill勺にせよ良妊な効果がみられる場合があるが，しかし

Knauerの家兎腹膜への同種移植の実験があり，移植　　　果して卵巣移臆も輿の移植の範闘に入れ得るか否かは

6カ月後でも卵胞・卵の形成が認められ，性器の婆縮　尚間題点の～ある所である。即ち組繊犠白勺な形で保生

防止に効果あることが報告されている。爾来多数の検　　　されるに過ぎず，かかる両からは寧ろ本質的には臓器

討成績が次々に発表され，特に大野は386例の多数例　　　埋没法と岡一視すべきとの見解のあることは，見逃す

について効果を検討しているが，動物実験では同体，　　　ことのできぬ点であろう。

同楓異種移植の何れでも年余に牙・たる賊績，好影　　尚，全卵管鵬§による不妊症の治療の一つとし姻餌

響のみられることが確認されている。　　　　　　　　　巣を摘出後子富角部5ζは子宮腔内に植え込むか，卵巣

　移植手技は同体移植ではTuffierの腐茎移廊‘〔等の　　を有茎として子宮角に移1直して子宮壁の一部とする方

方法もあるが・多くは卵巣の切片’又は白膜を剥離噺　 法（第1図参照）ヵ獄みられているが，本邦では残念

切創を加えた卵巣を移植する方法が実施されている。　　　ながら妊娠成功例をみていない。
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　　　　　　　＿＿＿＿．．～　　　　　　　　　　　　れないが，胎盤等と同様の効果が認められるので本項

　　　　　　　　1・．tL・∠4働1．牒　　講灘販聯畿難綴謝驚管拳

　　　　　　　　Y轡　灘羅燕難

　　　　　　　1　　　．．　　　　　　　　　　　　　のみで終始押し通す脳漏誤りであると警告している。

　　　　　　　＼嶺　　麟襟1難ll羅

　　　Pt　1図　　卵単移鴇術　　　　　　　　　専ら動物による基礎的実験に応用されている現状とい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えよ5n

　（ii）　脳『ド璽体埋没療法；終戦後の1952年頃に大都　　　　　（2）　物理的7漏三支持的機能快復の為の

市を中心として本僚法の一一大流行がみられたことは我　　　　　　　臓器移植

々の記憶に尚新しい所である。抗坐物質の登場による　　　　111L管・二礼し管・食道等の移欄がこれに相当L，我が領

感染防止の発達と共に未だに今日の如き優秀な各種ホ　　　域では卵管。尿管等が誠当すると思われる、，

ルモン製剤が未聞発であったことが主囚と考えられ　　　　（1）　り1噸；についての成績；婦人の週気妊症には各種

る。その流行1時には濫用傾向が目立ち，従って現喫の　　　の原悶があるが，もっとも治療の射硬となるのは排卵

効果が一一般の期待以下であることが明らかになるにつ　　　爆常と卵瞥閉塞症であるo斗与に．金卵瞥閉；塞症でをよ卵瞥

れ急速に衰退するに到った。松本等は器し効果ありと　　開口術や通気。通水法による効果は瑚得し得ず，その

せば，④各種ホルモンの湿在ということ，＠一種の刺　　　結果，他入の健常卵管の移植，隣接組織による卵管造

激となり下垂体・間脳の働ぎを活｛謹三化することt◎異　　　設法，人工卵管装着法等が検討されている。

種蛋白刺激としての効果があること等に帰すべきであ　　　　先ず健常即管移植法は数児を有し卵鴬‘結紮乎術を希

ると述べ，又，安田等も結縄はホルモン製剤が完成す　　　鶏する婦入等から卵管を採取し，子富角部に移植する

る迄の習わば注射療法の変形として瀞えるべきで，究　　　方法であるが，みるぺき成果は尚みられていない。鍵

極はホルモン製剤の開発により当然衰微するであろう　　　2の卵管造設法として庶幽露，血L管，腸管，広靱帯，

との推測意見を出していたが，優秀なるホルモン剤の　　　卵管間膜等が試用されているが，これ又芳しい成綾は

登場以後は全くこの推測通りの結果となっている。　　　得られていない。笛3の人工卵管は，林等により雛

　臨床応用としては1943年に横田の下爵体性がい痩　　　2図の如き方法が試行されているが，これ父今後更に

症，篠井の尿崩症に対する著効例が出されている他・　　検討すべき点の多いことが認められている。

各種の疾患｝こ試行されているが，特に円形脱毛疲，尿

崩症，妊娠悪阻等何れも自律神経系と関連性を有する　　　　　　　　　　　　精液・抗生剤・精子賦学舌剤を

囎で良好な鰍の諭昧ていること｝よ湘すべき　　　　／排鋤こ泓する・
事実である。副作用としては趨麻疹，発赤，乳肩変化　　　　　　　　　　　　プム嚢

鴛騨み一ること　意す　幻一／1∵

様物質或いはゴナドト・ピ・等の鰍・よるものとみ　　門雛9　　燕∵、

登灘鷲蘂鍛灘畳ε鷺卜　　気　導：髭
　（iv）贋帯埋没療法；1踏帯は内分泌臓器とは考えら　　　第2図　人工卵管法（林）
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　（ii）尿管についての成績；女性々器と下都尿管膀　　　精子等で体外授精を行った後に，その受精卵窟子密腔

胱等は密接な関連性を有することは解剖学的な繭から　　　に入れ着床を計るフ∫法についても検討が進められてい

も明らかな所である。從って尿管の異常に対する関心　　　る。しかし両法共に人類における成功例はみられてお

は極めて強いものがあり，異常部の補綴或いセよ代用尿　　　らず，卵の培墾法，恕床に好適な子宮内膜状態の作戒

管の検討が我が領域でも熱心に．進められている。即ち　　　等についての総合的かつ基本的検討が必要である。

動静脈片，筋膜，同種尿管，虫鑑，総輸胆管等々多く　　　　（ii）精子に関する問題；夫以外の精液を使用する

のものが試みられているが，何れも狭窄或いは閉塞を　　　人工授精法，所謂A・1・Dでは夫の精液を便用する

来すことが多く，教蜜の小野の動物実験並びに人体応　　　A・1・Hに比し色々と将殊な点があるが，随時優秀

用の成績からも仲々初期の1ヨ的達成は困難であり，卵　　　なる精液を供給し得る精液銀行とい5見地からも精子

管の場合と圓様幾多の検討の余地あゐことを認めてい　　　の長期間保存にっいての検討が進められている。密産

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部門では以前より突際応用の段階に入っているが，人

　　（3）形成乃灘整形的企図をイ智する移植　　　　　　精予に関しても凍結保存法の改善の結果，本邦でも飯

　皮膚・筋肉・骨等の移植により形成或いは整形を企　　　塚等より高率の精子蘇生率（平」句72％）が得られる様

図するものであり，最近枷ご研究が盛んである。産婦　　　になり，父実際にも50数例の妊娠成立が報魯されてい

人科でも造lt・wn，，外陰癌手術後等に大腿内側，下腹部　　　る事は注目すべき穿実と考えられる。今後保存法がよ

の皮膚や小腸等が応用されている。　　　　　　　　　　　り一設と進展し，他臓器の保存にも応用が期待される

　　（4）造血機能恢復の為の臓器移植　　　　　　　　所である。

　放射線療法，抗癌剤療法時の副伯三用の一つとしてJ（IL

液障害（白1血球減少癒，［血L小板減少症等）を醜視すべ　　　　　　〔XII）　おわりに

きことは今更のべる迄のない所であり，これ鰹の変化　　　　以上，庭婦人科領域における臓器移植の2～3の事

の為，治療の中断，中止のやむなきに到る励合が膿々　　　頂につぎ，その概要を記述した。他領域におけると圃

存在する。勿論治療に伴って輸1血L，白血球減少防止剤　　　様臓器1移植についての関心は極めて高いものがある

等の系統的治療が実施されてはいるが，しかし’欝’髄障　　　が，しかし実際には成功例の大都分が単なる支持臓器

害の高度な症例に対してはこれ等の療法も無効である　　　としての物理的機能以外には瞥殊な機能を腐せぬ臓撚尋

ことが少くない。かかる際に骨髄移植の応用の場があ　　　例であり，又埋没療法等もむしろ臓器エキスの注射に

る訳であり，特に1958年のユーゴーにおける原子遮蜘　　　類似せるもので真の意味の移植と言いtt’“ぬものであ

故者に卓効のみられたことから一躍脚光を浴び，今倶　　　る。

各方面よりの検討がii堪施されつつある。その理論及び　　　　かかる情況をみるにつけても，我々の満足のゆく臓

実際の移植手技については紙数の関係で省略するが，　　器移植の完成への道は極めて険しく遠いと言わざるを

骨髄，脾，胸腺，胎児組織等が使用され，我が領域で　　　得ない。各科の緊密な協同の下における今後の研究の

も岩井，井槌等の臨床経験があり，更に最近外科領域　　　推進が切盟される所である。

であるが勘田は同種胎児，胎盤組織移櫃の成功例にっ

き興味ある症例報告を行っている。本法は副作用とし　　　（岩井教授の御校閲を深謝する）

て肺桧塞，感染，各種の免疫反応があげられている

が，今後の放射線。抗癌剤療法とも密接な関連性を有

する興味ある聞題の一つと書えよう。

　　（5）人工授精に関する間題

　臓器移植の範囲に含まれるか否かは疑聞であるが，

卵の移植，体外受精卵の子宮内膜着床法，及び保存精

液等につき参考迄に略述する。

　（i）　卵に関する問題；頑固な無月経に対する治療

として実施される卵巣襖状切開術の際に卵胞卵の採取

が可能であり，実態顕微鏡で確認した卵を卵管采より

卵管腔内え移植すると共に，一方夫の精液を頸管より

注入して人工授精の成立を企図するのが卵の移植法で

ある。更に最近でel　一一歩進んで卵胞卵を培養し，夫の


